
 

 

 

 

 

 
 
 
 

スカパー! は、プロ野球を盛り上げるべく、2012年よりセントラル、パシフィック両リーグが制定する月
間「スカパー! サヨナラ賞」に協賛しています。本賞は月間を通じて最もインパクトのあるサヨナラ打を放
った選手を両リーグから 1名ずつ選出し、スカパー! よりトロフィーと賞金 30万円をお贈りするものです。 

6月 17日（金）、月間「スカパー! サヨナラ賞」5月度の受賞選手に、セ・リーグは山崎晃大朗選手（東京
ヤクルトスワローズ）、パ・リーグは栗山巧選手（埼玉西武ライオンズ）が発表され、各会場で表彰式が行わ
れました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2022年 6月 17日 
スカパーＪＳＡＴ株式会社 

News Release 
スカパー! サヨナラ賞 

5月度「スカパー! サヨナラ賞」受賞選手が決定！ 
セ・リーグは山崎晃大朗選手（東京ヤクルトスワローズ） 

パ・リーグは栗山巧選手（埼玉西武ライオンズ） 
 
 

【5月度「スカパー! サヨナラ賞」表彰式の様子】 



≪受賞選手コメント≫ 
◆山崎晃大朗選手（東京ヤクルトスワローズ） 
まさか僕が受賞するとは思っていなかったのですが、野球人生の中で一度でいいから獲ってみたい賞だったので今回

選んでいただいたことは大変光栄です。普段はサヨナラの選手を迎えることが多いのですが、今回「こんなに蹴られるん
だ」と相手の痛みを実感できました（笑）サヨナラホームランは本当に嬉しかったですし、それは球場や TVの前で応援
してくれるファンの方のおかげだと思っていますので、これからもチームの勝ちにつながる１本を打っていきます！応
援よろしくお願いします。  

◆栗山巧選手（埼玉西武ライオンズ） 
スカパー! サヨナラ賞を獲ることが出来て嬉しく思います。（受賞が決まったと聞いて）そりゃ獲れるよな！代打でサ

ヨナラやったら俺やろな！と思いました（笑）あの場面、ホームランはイメージになかったのですが、「ここでホームラ
ン出るか！」という不思議な気持ちと、嬉しい気持ちが入り混じった気持ちになりました。今度はスタメンでサヨナラ賞
を獲りたいです。どんな展開でも野球には「サヨナラゲーム」という展開がありますから、これからも最後まで目を離さ
ずに見て頂ければと思います！  

 
≪受賞プレー概要≫ 

■月間「スカパー! サヨナラ賞」とは（公式サイト：https://baseball.skyperfectv.co.jp/sayonara/） 
月間「スカパー! サヨナラ賞」は、月間を通じて最もインパクトのあるサヨナラ打等を放った選手に贈られる賞として

2012 年に制定されました。スカパー! は、2006 年シーズンから「プロ野球セ・パ両リーグ公式戦全試合、プレイボー
ルからゲームセットまで放送」（※トップ＆リレー、録画放送を含む）を掲げており、「試合終了最後の 1球まで真剣勝負
をお届けするスカパー! 」から多くのファンに、プロ野球中継最大の魅力を伝えることができ、それがプロ野球界発展の
一助となると考え、本賞へ協賛しています。また、同様の趣旨のもと 2009年シーズンから、レギュラーシーズンを通じ
て最も劇的なサヨナラ本塁打、またはサヨナラ安打等を放った選手に贈られる賞として「スカパー! ドラマティック・サ
ヨナラ賞 年間大賞」を制定しています。 

リリース情報は、スカパー! 公式サイトにも掲載されております。https://www.skyperfectv.co.jp/ 

セントラル・リーグ 山崎晃大朗選手（東京ヤクルトスワローズ） 初受賞 
山崎選手は、5月 25日(水)神宮球場で行われた対北海道日本ハムファイターズ 2回戦において、4対 6と 2点ビ

ハインドで迎えた 9回裏、無死二、三塁の場面で、劇的な右翼席への逆転サヨナラ 3点本塁打を放ち、チームを 4連
勝に導いた。 
東京ヤクルトは 3点を追う 7回、無死満塁のチャンスを作ると、長岡選手、代打・濱田選手の連続タイムリーで試

合を振り出しに戻したが、次の回にすぐ勝ち越しを許した。 
しかし、4対 6で迎えた 9回裏、死球と塩見選手の左翼線への二塁打で無死二、三塁とすると、山崎選手が北海道

日本ハムの守護神・北山投手の３球目を捉え、右翼席に飛び込む今季 1号逆転サヨナラ 3点本塁打を放った。前日、
村上選手の延長 11回サヨナラ 2点本塁打に続く、連夜のサヨナラ勝ちを収めた。 
東京ヤクルトの 2試合連続サヨナラ本塁打での勝利は、1988年 6月 15日、18日に記録して以来、34年ぶり。 
また、東京ヤクルトからのスカパー! サヨナラ賞受賞は、2021年 10、１１月度の山田選手以来となり、山崎選手

は初の受賞となった。 

パシフィック・リーグ 栗山巧選手（埼玉西武ライオンズ） 2度目 
栗山選手は、5月 29日（日）ベルーナドームで行われた対横浜 DeNAベイスターズ 3回戦、2対 2の同点で迎え

た 9回裏、先頭打者の代打として打席に立ち、右翼席へサヨナラ本塁打を放った。 
この試合、埼玉西武は 3回に山川選手の犠飛で先制、4回に岸選手のソロ本塁打でリードを広げるが、5回と 6回

にそれぞれソロ本塁打を浴び、2対 2の同点に追いつかれる。その後、両チーム中継ぎ陣が粘りの投球を見せ、試合
は膠着状態のまま 9回の攻防へ。埼玉西武は増田投手が 3者凡退に抑え、9回裏の攻撃を迎える。マウンドには横浜
DeNAの平田投手。埼玉西武は先頭打者の代打として栗山選手を打席に送る。2球で 2ストライクと追い込まれてか
らの 3球目、低めのフォークボールをすくい上げると打球は右翼席へ飛び込むサヨナラ本塁打となった。 
プロ 21 年目、頼れるベテランの今季 1 号の劇的弾は、チームに勢いを与える価値ある一打となった。2017 年 8

月 17日以来、自身 3度目となったサヨナラ本塁打でチームは今季初のサヨナラ勝ちを収めた。 
栗山選手は 2017年 8月度以来、2度目のスカパー! サヨナラ賞受賞となる。 

https://baseball.skyperfectv.co.jp/sayonara/
https://www.skyperfectv.co.jp/

